
第三種郵便物認可　平成28年４月１日（金曜日）中小企業タイムズ（4）

TO P I C S

中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

TO P I C S

TO P I C S

A
C

T
I

V
E

 
K

U
M

I
A

I

　山梨中央建設協同組合（宮川武理事長）では、
組合設立10年目を迎える節目の年に技能実習生
をベトナムから受け入れる。
　県内の建設事業者4名で平成18年8月に設立さ
れた当組合は、組合員の経営体質強化のため共同

購買事業によるコスト低減を図りながら、建設業界
が慢性的に抱える共通課題に取り組んできた。
　昨年からは組合の共同事業をさらに拡充するた
め、新規組合員の加入促進を行い、10社となった5
月には、外国人技能実習生共同受入事業の実施に
向けた定款変更の認可を受け、受け入れのための
準備を進めてきた。
　当組合では当初、中国からの受け入れを計画し
ていたが、経済情勢の変化や外交問題などにより、
有能な人材の受け入れが困難なことから、ベトナム
からの受け入れを決め、日本に活動拠点を持つ複
数の送り出し機関を理事会や定例会に招き、懇談
を通じて受入体制の研究と検討を重ねて来た。
　昨年9月には、宮川理事長ほか組合員6名が、ベ
トナムのハノイを訪れ、送り出し機関となるフォアン
ロン人材開発株式会社で技能実習生の選考面接

試験を行い、10人の選考をおこなった。
　組合では、まず4社が先行して、型枠・鉄筋・防水
施工を職種とした技能実習生を受け入れる計画
で、3月末に在留資格認定証明書が交付され、現
在、入国に向けての手続き中。早ければ5月中に当
組合の外国人技能実習生の第1期生が誕生し、組
合員事業所での本格的な受け入れがスタートする。
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一般社団法人山梨県木材協会

　一般社団法人山梨県木材協会は、山梨県と共
催により3月2日山梨県立文学館で「中大規模木造
建築シンポジウム」を開催した。
　山梨県は県土の78%を森林が占める全国有数
の森林県で、スギ・カラマツ・ヒノキ・アカマツなどの
人工林も豊富にある。県ではこの豊かな森林資源
を活用した林業振興ビジョンを打ち出しており、森
林資源の循環利用による成長産業化を目指して

いる。
　今回のシンポジウム
では、競争力のある木
材産業の構築と県産材
の利用の拡大を目指す
ための振興策の一つと
して、CLT工法などの

新技術の導入促進を目的に開催された。
　CLT（Cross Laminated Timber）とは、厚さ2
～3cm程度の木の板を直交するように重ねて並べ
た層を接着した大判パネルの略称。厚さを確保しな
がら寸法精度も高く、断熱性・遮音性・耐火性があ
ることから、ヨーロッパでは3階から5階建て程度ま
での高さの中高層建築物にCLT工法が用いられて
いる。森林資源を活用することから、地球温暖化防
止のためのCO2排出削減にも効果があるとされて
いる。
　シンポジウムには、林業関係者をはじめ、設計・施
工業者、県や学校機関等を含む行政の担当者など
250名が参加した。東京都市大学の大橋好光教授
や日本CLT協会の河合誠専務理事からは「CLT
は木材資源を活用する革新的な技術。国も新たな

木材需要の
創出による
林業の成長
産業化を目
指している」
と講演がされ、工法普及に向けてのパネルディス
カッションも行われた。
　国は平成22年に「公共建築物等における木材
の利用の促進に関する法律」を定め、公共建築物
における積極的な木造化を促進しており、CLTを用
いた建築物の地震や火災に対する安全性を検証
する実験等も行われている。木材協会では、CLT
工法の普及をすることで、中高層建築物の木造化
により山梨の眠れる資源が活用され、県内の林業・
木材業界が活性化につながる事を期待している。

山梨中央建設協同組合

山梨県地質調査事業協同組合

　近くオープンとなる県庁中庭の「オープンガーデ
ンやまなし」の一角に、山梨県資質調査事業協同
組合（萩原利男理事長・組合員6社）が防災井戸を
寄贈し、3月25日に後藤斎知事を招いて贈呈式を
行った。
　「オープンガーデンやまなし」は、県庁の県会議

事堂と旧館の間に新たに設けられた芝生とベンチ
のあるスペースで、組合では昨年8月から深さ85m
の井戸を掘削し、揚水用ポンプとともに寄贈した。当
日は組合員の各社の代表者も出席し、代表して萩
原理事長に後藤知事から感謝状が贈られた。
　災害の際に、飲料水はペットボトルなどで比較的
十分に供給されるが、実は、トイレの水をはじめとし
た生活用水が停電や断水などにより供給されず、被
災者の生活が立ちいかなくなる事態が数多く起き
ていた。防災井戸は4㎥の受水槽を持ち、非常時に
は自家発電機により「オープンガーデンやまなし」の
周囲7ケか所に設けられた水道栓から毎分150ℓの
給水が可能で、災害時には防災拠点となる県庁の
非常時の給水機能の備えとして重要な役割を果た
すことになる。また、普段もポンプや受水槽の動作
確認やメンテナンスを兼ねて「オープンガーデンや

まなし」の散水にも
利用される。
　 萩 原 理 事 長は

「東日本大震災以
来、被災時の体制
整備に人々の関心
が向いてきた。県庁
にも防災新館がで
き、緊急時の備えが
整いつつあった。防
災井戸は、我々ボー
リング業者としての
専門性を活かして、防災に関する意識を形にするこ
とができた。『いざという時』は来てほしくないが、そ
の際には県庁機能の維持に大変役立つものになる
と確信している。」と述べた。
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CLT活用促進のための方策が討議された

CLT材の例

オープンガーデンやまなしの
防災井戸

防災井戸の前で後藤知事とともに組合員の面々


